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　 623　 ・
　　 Corio／us 　hirstusの 熱処理分離液脱色 に及 ぼす有機性成分の 影響

　　　　　　　　　　　　　　　　　 ○ 森　徽 、 宮 田　直幸 、 岩堀　恵祐 、 藤田 正憲
k

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （静間県大 ・環境物質、
de
阪大 。工）

　　 鵬 的】我 々 は メ ラ ノイ ジ ン を含有す る 活性 汚泥熱 処理分離液 （以 下 、分離液） の

　　C，hirstusを用い た脱 色プ ロ セ ス の 構 築を検討 して い るが 、本菌 は無希釈の 分離液 を

　 ほ とん ど脱色せ ず、高い 脱色率 を得 るには 分離液 を適度 に希釈す る必要が あ る 。 本研

　 究で は その 原因解明 を 鯊的 と し、分離液 を成分的 に模 した モ デル 液 を用 い て 、そ の 有

　 機性成 分が C．hirstusの 分離液脱 色に及ぼす影響に つ い て検討 した 。

　　 匿方法及び 結果 ］TGC （有機性炭素）濃度が 500 〜 6，
000mgU に な るよ うに調 製 した

　 モ デル 液 （ペ プ トン 、 肉エ キ ス
、 酢酸ア ン モ ニ ウム 、合成 メ ラ ノイ ジ ン を含む）に 5g阻

　　グル ロ ース を添加 し、 C．hirstus に よ る脱色試験 を行 っ た とこ ろ、Tec 濃度 の 増加 に

　 伴 っ て 脱色率の 低 下が観 察 された 。 TOC 濃 度　2，000mg ／1以上 の モ デル 液で は 、 脱色酵

　 素 で あ る Mn パ ・一一　eキ シ ダーゼ〈MnP ）の 活 性 レ ベ ル が 著 し く低下す る こ とが 判明 した 。

　　ま た TOC 濃度 500mg ／lの モ デル 液 で は 、　 lgA の グル 1 ・一ス 添加 で も 、 5gA グル 潔 一

　　ス の 添加 時 と同程度の 脱 色率が得 られた 。 これ らの 結果 よ り 、 分離濃中の 有機性成分

　　が C．hirstusの 脱色活性 を阻害す る こ とが 示唆 され 、 有機性 成分含量 を低 下させ るこ

　　とがで きれば分離液が効率 よ く脱色 され るもの と推察 され た。
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624 活性汚泥処理 した溝泥熱処理分離液の CoriCtus　hirsutusによる脱色

　　　　　　　　　　 ○富醗　遖拳 、 轡堀　恵搬 、 藤薦　正趣

　　　　　　　　　　　　　（鯵岡渠大 ・環境物鷺 、
＊販大 ・ 工 》

【鸚的 】我々 は 、 C ．　hir＄utus による灣泥熱処 理勢離液 《以下 、 分 離液）の 脱蝕にお

いて 、 翁 離液を予め藩性汚罷処理ずる 罵 とで號色が 高壌に捉灘されるとの知毘を得

た 。 本研究 では 、 勢離液に おけるOhir＄uttst；の 騰色 酵素 《漁 彝俵霧性パ ーオキ シ

ダーゼ 及びMnパ ーオキシ タ・− ti）辱，生趨特性を明らか にする ことで ， 齣麭理 と して

の 活性汚泥処 理の 有効性を検籬 した 。

【方邃及び結果コ分 離液に矯性汚泥を3◎0◎mg ／1となるように添加 、 2S
“

c で驪 澗振

蠱 して 、 分離液を前処理《AS簸理 ）した 。 藻熱鱸薀 した AS 処理分離液 に9　g／1のグル

罠
一ス を添觚、G 融 翻 鯰 を撥菌 したとこ ろ72瞬間で50％の脱色 率を鰐た e

一方 、

AS 未処理 の 鈴離液で は燈％程慶の脱懲華で あっ た。 脱色液中の酵素濤性を潤窺 した

とこ ろ 、 AS 処理 した齢讎液で は跏 葬俄殍性パ ーオキシダー だ（闇 p）殺び漁 パ ー諸

キシダーゼ〈MnP 》潜盤の 上昇が認齢 られ 、 特 にMIP で その 傾向が顕讐で あっ た。
　AS

処理 した 分離液に窒◎m 麟 伽 勲   笹滋 麹睦サ ると さらに縦色が儷進され たが 、 こ れ

は 、Mn 鯵舌性の顯 著な上鐸に よるもの と欝察 された 。　AS兼齷理の 分離液で は 撫 （El＞

の瀧煽効果 は認められず 、 こ の結鬣か らも 、 AS 処理 が G 触 S礁 鵬 の 禽離液脱盤｝に極

め て効桑 的で ある こ とが判 っ 急 。

e 寓出 ら、平成8年度臼ホ生駿ぼ 挙会大会s 講演要蠻集P．235 （1998）
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